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ゴ ーゴ リ とル ソーイ ズ ム

一 『死 せ る魂 』 の 問題一

佐　 々　 木 寛

　 『死せ る 魂』 第 2 部 は，周知 の よ うに，

未完 の 草稿で 数章分が残 され た もの で ある 。

それ らの 章全 体を通 じて 第 2 部 は，第 1部

と比べ る と ぎ，教訓性が余 りに も露骨 に 前

面に 出 て い るた め に （つ ま り第 1 部 に 見 ら

れ た よ うな ゴ ーゴ リの 天 才的な 笑い の 力が

影を ひ そめ て い る た め に ），こ れ は 失敗作

で あ る，とか ，ゴ ーゴ リの 天 才 を も っ て し

て も ロ シ ア の 理 想的 な姿 を提示す る こ とは

不 可 能 で あ っ た，とか ，ある い は また，ゴ

ーゴ リが 進歩的 な立 場 か ら保守反fUop陣営

に 転 じた 結果生 じた もの で ある （つ ま り思

想上 の 転換が 第 1部 と纂 2部 の 間 に 認 め ら

れ る） とい うふ うに 言 わ れ て い る。そ して

こ の こ とが，『友人 との 往復書 簡抜 粋』 と

椙俟 って ，
ゴ ーゴ リ研究上 の 大ぎな 問 題 と

な っ て い る
。

　 ナ レ
ー

ジ ヌ イ の 小説 『ロ シ ア の ジ ル
・ブ

ラ
ース 』 （1814），『ア リス チ オ ン 』 （1822），

ブル ガ
ー

リ ン の 小説 『イ ワ ン
・ヴイ ジ ギ ソ 』

（1829 ）と の 関連で 『死せ る魂』第 2部 を

読む とき，
こ の 3人 の 作家 に お け る Hpa ・

BoonHcaTe ，lbHHil 　 poMaH （世態風俗描写

の 小説） あ る い は HpaBcTBeHHo −caTHpll −

qeCKH 黄 pOMaH （調刺 と教訓 の 小説） とい

うジ ャ ソ ル の 共通性 の 背後？L ，
18世 紀末 か

ら19世紀30年代 に か けて の μ シ ア の 文学
・

社会思想上 の 重要な テ
ーマ

，
ロ シ ア の ル ソ

ーイ ズ ム とい う問題 の あ っ た こ とが わか る。

　 それ は 手 短 に い うな らぽ，18世紀 の 半ば

以降鬮家 に対す る奉仕 の 義務を免除され，

土 地 と農奴 に 対す る 独占的所有権そ の 他を

認 め られ て特権階級 に 転じた 地 主貴族の
，

無為な生活 に 由来す る文化的な頚廃，肉体

的，社会的な急速な衰退 とい う現実 で あ り，

そ して こ れ に 抗す る生活原理 と して の
， 自

然 の 懐に 抱か れた 父 祖伝来 の 領地 で の 開明

的地主 と啓蒙された 農民の 生活の 提起 だ っ

た。そ の 際，都市文明 の 虚偽 （自然 に反 し

た諸 々 の 欲求，知的モ
ードと しての 懐疑主

義 b無神論，虚飾 の 学問
・
芸術，享楽主義

の エ ゴ イ ズ ム と冷淡 etc ・）を批判す る 原理

とな っ た の が，ル ソ
ーの 「自然」 と 「感情」

の 教義 で あ り （但 し，彼 の 思想 の もつ 革命

的な響きを抑えた もの ），つ ま る とこ ろそ

の ル ソ
ーイ ズ ム とは，啓蒙と信 仰 の 二 語 に

帰 せ られ る もの だ っ た。

　 『死せ る 魂』 第 2 部に 見 られ る精力的な

地 主 コ ス タ ソ ジ ・
一グ ロ や 信 仰 心 の 篤 い 商

人 ム ラ ーゾ フ そ の 他 の 形象は （い ずれ もナ

レ ー
ジ ヌ イ ，

ブ ル ガ ー
リ ン の 小 説 に そ の プ

ロ トタ イ プ を指 摘 し うる），こ の よ うな ロ

シ ァ の ル ソ
ー

イ ズ ム と い うコ ン テ キ ス トに

お い て 読む と き に 初 め て そ の 意味 が了解 さ

れ る の で あ る 。

　 ※ ナ V 一ジ ヌ イ と ブ ル ガ ー
リ ン に つ い て

ば
， 拙 稿 「B ．T ．ナ tr　−J ジ ヌ イ 研 究 資 料 解

説 」 （「ロ シ ヤ 語 ロ シ ヤ 文学 研 究 」 第 13号，

1981年） お よ び 「ブ ル det　”一り γ の 小 説 『イ

ワ ン ・ヴ イ ジ ギ ン 』 （一八 二 九 〉 に つ い て」

（「早稲 田 大学大学院 夊学研究科紀 要　別 冊

第 九 集 1，1982年） を 参照 され た い
。
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